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レブンクル自然情報
E-mail: rebuncle@lilac.ocn.ne.jp 

　けがした鳥、死んだ鳥、けがした動物、死んだ動物、見つけたら連絡して下さい。 電話6-1089　宮本

礼文島撮影ガイド　http://www.fujifilm.co.jp/

　　　　　　　sapporo/bunrei0006/index.html

カラーで自然情報を「礼文島のHP　http://www.h3.dion.ne.jp/̃ishida_h/index.htm」 　　　　

　　　　　　　　　　「ゆうひの丘のHP　http://homepage1.nifty.com/seikanso/　」

「やませの森」から 　　

　自然観察会や勉強会に参加しませんか？
「自然クラブ」では会員も募集しています。

自然情報は「BOOK愛ランド礼文」にあります。

年明けと共に流氷が来た
年末から海が荒れて、利礼航路も2001年元旦

から全便欠航、1日おいてさらに3,4,5日と連

続欠航しました。6日には何とか船が来て「穏

やかになったな」と安心していると、7日午前

9時に宗谷岬に接岸した流氷が、8日未明には

宗谷海峡から日本海に流れ込んで来ました。

氷の影響で利礼航路は8日から流氷ダイヤ（明

るい間に出入港）に変更されました。9日の海

上保安庁の情報によれば利尻島近くまでに帯

状に伸びていました。

流氷はオホーツク海の北、シベリアのシャン

タルスキー湾 付近で11月中旬頃できるそうで

す。そして海流と季節風にのって1千キロの旅

をしてはるばる北海道にくるそうです。オホ

ーツク沿岸では流氷は毎年来るものですが、

宗谷海峡を越えて日本海に氷が流れ込むのは

まれです。礼文島に流氷が接岸するのは10年

に一度といわれていて、実際7年前の1994年3

月以来礼文島には流氷が接岸していません。

例年ですと宗谷岬を流氷が越えるのは、2月に

なってからで、1月初旬に流氷情報が流れるの

は私にとっては初めてのことです。この状態

でやませ（東寄りの風）が何日か吹けばたい

へんなことになります。

昭和14年2月に2週間以上も流氷に閉ざされた

様子が「銃後の香深-渡邊利三郎著 」に記載

されています。渡邊氏は「昭和の鬼界ヶ島 」

と表現して、氷は船の航路を閉ざしただけで

はなく海底電線も破壊して内陸との交信を20

日以上閉ざしてしまったそうです。今は情報

まで閉ざされることはないでしょうが、灯油

やガソリン、生鮮食料は稚内から船で輸送し

ます。また流氷が接岸すると島の沿岸漁業の

主要海産物（昆布などの海草は削り取られ、

ウニや鮑は死んでしまう）は壊滅的な打撃を

受けます。すなわち礼文利尻の島民にとって

は死活問題の大きな厄介者なのです。　　　

　「西風よ強く吹いて流氷を押し戻せ 」

　　1994.03.02.　香深井から流氷と利尻島を見る

　この年の2月は時化のため28日間で8日間もフェリー

　が停まっている。流氷は26日から香深で見え始め、

　3月2日には香深港の中まで埋め尽くした。

　1998.01.08.　猫岩　沖に白く見えるのはケアラシ。

　1月、2月は気温が一番低くなる時期、-10度前後の

　日が続く。海水温との温度差でケアラシが見られる
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　礼文島の写真絵本「北の島だより」杣田美野里著　岩崎書店発行　　定価1500円

礼

文

島

の

花

ガ

イ

ド

は

　

・

礼

文

花

の

島

花

の

道

・

　

北

海

道

新

聞

社

発

行

利

尻

島

の

花

ガ

イ

ド

は

　

・

利

尻

山

の

島

花

の

道

・

　

北

海

道

新

聞

社

発

行

サ

ロ

ベ

ツ

の

花

ガ

イ

ド

は

・

サ

ロ

ベ

ツ

花

原

野

花

の

道

・

北

海

道

新

聞

社

発

行

2000年12月自然日誌
1日、晴れ-1.5～+0.9～-5.6　自然情報発行。

2日、晴れ-0.7～+3.5　利尻くっきり。晩雨風強

3日、曇り+4.3～-7.4。

4日吹雪-8.3利礼航路全便欠航。　5日雪-2.4～-6.3

6日、雪-9.0～-10.1。利礼航路午後欠航

12日、雪-10.9～-12.0～-9.8。利礼航路午後欠航。

　　日中の気温-12度。この冬一番の冷え込み。

13日晴れ雪-8.2～-5.7。　14日晴れ雪-5.0～-3.0

15日、晴れ雪。-5.0～-0.1。香深港シノリガモ90羽。

16日、晴れ暖気+0.1～-5.1。屋根の雪落ちた。

17日晴れ雪-7.2～-4.7。上泊61頭のゴマフアザラシ。

　　香深港百羽ほどのシノリガモ。

18日晴れ雪-3.7～-2.7。香深井アザラシ3頭ー田中。

19日吹雪-6.1～-1.1。暖気。　20日晴れ。-3.7～-1.0

21日、雪。-0.4～-0.3～-3.7。一便で利礼航路欠航。

22日、晴れ。-6.0～-8.0。午前利礼航路欠航。

23日、晴れ。-4.8～-0.8．やませ。利尻山頂見えた。

24日、吹雪。-4.2～-8.0．利礼航路全便欠航。

　　バス運休。礼文岳登山中止。

25日、雪。-8.0～-9.3～-8.9。利礼航路午後一便。

26日吹雪-8.3～-3.3。利礼航路一便。バス運休。

27日、吹雪。-6.3～-5.5．利礼航路全便欠航。

28日晴れ。-6.5～-4.7。　29日晴れ。-6.6-4.1．

30日、晴れ。-2.9～+0.5～-4.3．凪。

　　日中の気温がプラスになった。

　　1500ベンサシ鷲5、海豹28-松岡。

31日、雨。-0.5～+0.7～-0.5．利礼航路天候調整。

　　　　1999.01.11.　船霊の日　元地漁港

　　船霊（ふなだま）：船の守護霊。

　　サイコロ・髪の毛・人形・五穀・銭などを

　　神体として、船中にまつる。船神。船霊神。

　元旦や船霊様には築港の船も化粧をしています。

　厳しい冬に華やかな色合いを見せてくれます。

　1999..01.01.　メノウ浜

雪が積もった海岸は白く、西海岸の切り立っ

た黒い岩肌がはえます。平らな雪面はスノー

シューやスキーを履くと夏の海岸よりも歩き

やすくなります。知床からベンサシまでの海

岸を歩いたり、元地から凍った礼文滝を見に

行くのも素敵です。

海を眺めるとケアラシがの中を、ヒメウやウ

ミウ、ウミスズメの群が飛ぶのが見られま

す。海岸にはシノリガモとウミアイサばかり

が見られますが、海が荒れたとき注意して見

ると、築港の中にクロガモ、コオリガモ、ケ

イマフリ、ウミガラス、ウミスズメなどが見

られる場合があります。

　　　1998.01.08.　ケアラシ　知床沖

　2月18日（日）0900～1100

　オオワシ・オジロワシ一斉調査
　鳥を見るのが好きな人、今年も参加、

　協力お願いいたします。 注意して見てい

ると、毎日どこかで鷲に出会えます。

参加協力していただける方、連絡下さい。

冬の礼文島の魅力：雪、鷲、海豹
　皆さんはどんな魅力があると思いますか？

スキー場オープンしました。
富士見ヶ丘ゲレンデからの眺めは格別です。

土日はゲレンデで遊びましょう。


